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農業害虫 お よ び天敵昆 虫等の薬剤感受性検定マ ニ ュ ア ル (24)

果 樹 害 虫 : ミ カ ン ハ モ グ リ ガ
ぎ よ う と く ゆ た か

熊本県農業研究セ ン タ 一 行 徳 裕

ミ カ ン ハ モ グ リ ガ (Phyllocnistis citrella STAINTON) で， 幼虫の採集 は容易で‘ あ る 。 た だ し ， 野外か ら 採集 し
は， カ ン キ ツ 類の重要 な新梢害虫 で あ る 。 幼虫が新葉 に た 新薬 に は卵か ら 嫡 ま です べ て の齢が混在 し て い る 。 ま

食入 し， ク チ ク ラ を残 し て 表皮細胞 を線状 に 食害す る 。 た ， 寄生蜂 に よ る 死亡 も あ り ， 野外か ら 採集 し た 葉 を 直
食害 さ れた部分は， カ ン キ ツ 類の 重要 な病害であ る か い 接試験 に使用 す る こ と は難 し い。 以 下 に 手順 を示す行徳
ょ う 病 の 侵 入 門戸 と な る 。 ま た ， 食 害 に よ り 変形 し た ら (1 996) の方法 に よ り ， 供試虫 を採集す る 必要があ る
り ， か い よ う 病が感染 し た被害葉 は早期落葉 す る た め 図 1) 。

樹冠鉱大の大 き な障害 と な る 。 こ の た め ， 本種 は新植 あ 採集の手)1慎 :

る い は高接 ぎ で品種更新 を 図 る と き の重要 な害虫 と な っ ① カ ン キ ツ 樹 を強努定 し て 発芽 を促す。
て い る 。 ② テ ト ロ ン ゴ ー ス で覆 い ミ カ ンハ モ グ リ ガ に よ る 産

本種 は 東 ア ジ ア か ら 東南 ア ジ ア が原産 で あ る 。 し か 卵 を 防止す る 。
し ， 1990 年 以 降， ア メ リ カ 合衆 国 (HEI'I'NEI1， 1 993) や
中南米 ( HEPPNER and DOIXON， 1995) ， ヨ ー ロ ッ パ南部
(GARIIO and GAllCIA， 1994) へ分布 を拡大 し， 世界的な害
虫 と な っ て い る 。

ミ カ ン ハ モ グ リ ガ の 防除 は薬 剤 に 依存 し て お り ， 新梢
発生期 に 1 週間�10 日 間 間 隔 で農薬散布が行わ れ て い
る 。 薬剤 に対す る 感受性低下 に つ い て は， 有機 リ ン剤の
ホ ス メ ッ ト や イ ソ キ サ チ オ ン に 対 す る 感 受性低下 (山
本， 1979) ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 に 対 す る 抵抗性の獲得
(大久保， 1993 ; 行徳 ら ， 1996 ; 行徳 ・ 磯 田， 1998) が

報告 さ れて い る 。 こ の う ち ， 有機 リ ン 剤 に対す る 感受性
に は地域差が認 め ら れ て い る (行徳 ら ， 1 996) 。 ま た ，
東 日 本 を 中 心 に 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤抵抗性の未発達地域
が見 ら れ， 地域差や有効な 薬 剤 を 把握す る た め に ， 薬剤
感受性検定や圏場での 防除試験 を 実施す る 必要があ る 。
現在使用 さ れて い る ク ロ ロ ニ コ チ ニ 1レ斉IJや IGR 剤 に つ

い て も 感受性の低下が懸念 さ れ る た め， 定期的 に効果 を
検討す る 必要があ る 。

I 供試虫の採集

ミ カ ンハ モ グ リ ガ は， 潜葉性の筈虫 で あ る 。 さ ら に ，
新梢や幼果 な ど新 し い組織 だ け に 寄生 す る た め， 室 内 で
累代飼育す る こ と が難 し し 3。 し た が っ て ， 供試虫 は野外
か ら 採集 し な け れ ば な ら な い。

本種 は 夏秋梢の発生時期 (7�9 月 ) に 多発 生 す る の
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④再びテ ト ロ ン ゴー ス
で覆 い産卵 を 回避.，

⑤千年生業 を 採集 し 供試す る
ま た は， 薬剤 を 散布 す る

図 - 1 供試{団体の採集方法

叫 : i輸 を そ ろ え る 場 合， 25�270Cの 定源室 に 収 容

す る .
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③ 約 5 割の新梢が 5 cm に 伸長 し た 時期 (努定後約
2 週間) に ， テ ト ロ ン ゴ ー ス を 取 り 除 い て 園場 に 1
日 (成虫の発生が少な い場合は 2 日 間) 放置 し， 自
然発生 し て い る 本種雌成虫 に産卵 さ せ る 。

④ 放置後， 再びテ ト ロ ン ゴ ー ス で覆 う o
⑤ 再被覆 3 日 後， 寄生 し た 葉 を採集す る 。
⑥ 寄生葉 を実体顕微鏡下で観察 し ， 生存虫 を供試虫

と す る 。
小 さ い葉 は 試験 中 の 取 り 扱 い が難 し い の で， 長 さ 5

mm 以上の 葉 を 用 い る 。 ま た ， 1 葉 に 10 頭以上寄生 し
て い る 場合， 潜葉孔が交錯 し調査が難 し い。 さ ら に， 餌
不足 に よ り 自 然死亡率が高 く な る の で， 寄生虫数の多い
薬 は使用 し な い。

園場 に植栽 さ れて い る 樹で も 試験は可能であ る 。 た だ
し ， 齢 を そ ろ え る 場合 は， 移動可能な鉢植 え あ る い は ポ
ッ ト 植 え の カ ン キ ツ樹 を使用 し， テ ト ロ ン ゴ ー ス を再被
覆 し た 後 (手順④) ， 25�270Cの定温庫 に 収容す る 。 ま
た， 収容 日 数 を 変 え る と ， 齢別 の効果試験 も 実施で き
る 。 25�270Cに 3 日 収容す る と ， 1�2 齢幼虫 (1 齢幼虫
主体) ， 5 日 収容す る と 2�3 齢幼虫 (3 齢幼虫主体) が
得 ら れ る 。

幼虫の齢は頭幅 を測定 し て判断す る 。 齢別 の頭幅 は，
I 齢 幼 虫 が 0 . 09�0 . 16 mm， 2 齢 幼 虫 が 0 . 16�0 . 24
mm， 3 齢 お よ び 4 齢幼 虫 が 0 . 25�0 . 4 mm で あ る 。 3
齢幼虫 と 4 齢幼虫 の 頭幅 に 差 は な い。 し か し， 1�3 齢
が扇平な幼虫であ る の に対 し， 4 齢幼虫 は 円 筒形 を し て
お り ， 容易 に 識別 で き る (氏 家， 1988 ; 吉 田 ・ 竹井，
1964) 。

供試品種 に は樹勢が強 い ') 1 1 野 な つ だ い だ い' や ‘普通
温州' を使用 す る と 新梢発生数が多 く ， 新梢の 伸 び も 良
好であ る 。

複数の地域で感受性 を比較す る 場合は， 小型の ポ ッ ト
を用意 し， 調査圃場 に持ち 込む必要があ る 。 ポ ッ ト の移
動が難 し い場合は， 調査圏場か ら 成虫や踊を採集 し， 網
掛け し た ポ ッ ト あ る い は鉢植 え樹に接種す る 方法 も あ る
(山本， 1979) 。

E 検定方法の種類

ミ カ ンハ モ グ リ ガ の感受性検定 に は， 浸漬法 と 散布法
があ る 。 浸漬法 は， 葉柄か ら 切 り 取 っ た 寄生葉 を薬液に
浸潰す る 方法で， 供試個体の齢構成や生死 を調査 し て試
験で き る メ リ ッ ト があ る 。 散布法 は寄生葉の つ い た樹に
薬液 を散布す る 方法であ る 。 通常， タ ー ン テ ー ブルに 乗
せ て薬液 を噴霧す る が， タ ー ン テ ー ブルがな い場合 は散
布機器で直接噴霧す る こ と も で き る 。

皿 浸 漬 法

行徳 ら (1996) の 方法があ る 。 こ こ で は そ の方法 に つ
い て 説明す る 。

供試虫 :

先に述べた採集方法で得 ら れた 個体を供試虫 と す る 。
マ ジ ッ ク で潜葉孔の先端 に 印 を付け， 葉 の 隅 に 寄生虫数
を付記 し て お く と 調査時 に 役立つ。 な お ， 1 濃度 当 た り
30 頭以上 を供試す る 。

薬液の調整 :

供試薬剤 は市販の薬剤 を使用 す る 。 薬剤 の調製 は検定
の つ ど行 う 。 な お ， 展着剤 は加用 し な い。 希釈濃度 は薬
剤 に よ っ て 異 な る の で， 予備試験の結果か， 既往の試験
結果 を参考 に し て 決め る 。

検定の手JI医 :

① 炉紙 (直径 90 mm) を 水 に 浸潰 し， 2�3 回 振 っ
て余分な水を切 る 。 こ の湿っ た 炉紙 を シ ャ ー レ (直
径 90 mm) の底 に 敷 く 。

② 寄生葉 を 採集 し， マ ジ ッ ク で潜葉孔の先端 (幼虫
が食害 し て い る 部位) に 印 を付け， 葉 の 隅 に 寄生虫
数を付記す る 。

③ ①で用意 し た シ ャ ー レ に 一定 の 頭数 (10�30 頭)
ずつ収容 し， 乾燥 を 防 ぐ た め ふ た を す る 。 試験用 の
個体数が確保 さ れた ら 次 の手順 に移 る 。

④ 薬液 を 用意 し， こ れ に 寄生薬 を 約 10 秒間浸潰す
る 。

⑤ シ ャ ー レ に戻 し， 葉の表面の薬液が乾 く ま で風乾
す る 。

@ 風乾後， ふ た を し て 25�270Cの 恒温器 (室) に 収
容す る 。 葉の乾燥 を 防 ぐ た め， す り 合わ せ シ ャ ー レ
を使用 す る か シ ャ ー レ の合わ せ 目 を パ ラ フ ィ ルム で
シールす る 。

⑦ 48 時間後 に 実体顕微鏡下で幼虫 の 生死 を 調査す
る 。 な お， 食害の有無 (潜葉孔の延び) を調査 し，
判定の参考 に す る 。

行徳 ら (1996) の試験結果 を表一l に示す。

W 散 布 法

山本 (1979) の方法があ る 。 こ こ で は そ れに準 じ て行
っ た筆者の方法 に つ い て 述べ る 。

供試虫 :

採集の手順で得 ら れた個体を供試虫 と す る 。 た だ し ，
寄生葉 は採集せ ず， 樹 に つ い た状態で試験す る 。 1 区 1
濃度 30 頭以上 を供試す る 。

薬液の調整 :

供試薬剤 は市販の薬剤 を使用 す る 。 薬剤の調製 は検定
の つ ど行 う 。 希釈濃度 は薬剤 に よ っ て 異 な る の で， 予備
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表 ー 1 松橋1) お よ び鳴門個体群2) の 1�2 齢幼虫の浸漬法

に よ る 薬剤感受性 (行徳 ら . 1996) 
回避す る 。

⑤ 48 時間後 に ラ ベ ル棄 を採集 し ， 実体顕微鏡下 で
幼虫 の 生死 を 調 査 す る 。 な お， 食害 の 有無 を 調査
し， 判定の参考 に す る 。薬 剤 名

LC50 (ppm) 抵抗性比

松橋

フ ェ ンパ レ レ ー ト 3%乳剤 30 . 1  

ペ ル メ ト リ ン 20%乳剤 5 . 27 

ホ ス メ ッ ト 50%水和剤 3 . 212 

ア ラ ニ カ ル プ 40%水和剤 1 . 14 

イ ミ ダク ロ プ リ ド 20% フ ロ ア プル 0 . 24 

テ ブ ルペ ン ズ ロ ン 5%乳剤 0 . 01 

日烏門 (R/S) 幻

0 . 01 3 . 010 

。 . 03 176 

150 21 

。 . 60 1 . 9  

0 . 17 1 . 4  

0 . 24 0 . 04 

散布法で は， 散布時 に お け る 齢構成 が は っ き り し な
い。 ラ ベル し て い な い寄生薬 を 採集 し， 齢構成 を 把握 し
て お く 必要があ る 。

り ・ 熊本県下益城郡松橋町 (1994 年採集) . 2) : 徳島県鳴門市 (1994

年採集) . 3) : 鳴門個体群 を感受性個体群 と し た 場合の値.

以上で述べた検定手順は， 幼虫 を対象 と し た も の で あ
る 。 こ の ほ か， 浸潰法や散布法 に よ る 卵 を対象 と し た 検
定 ， ド ラ イ フ ィ ルム 法 に よ る 成虫 を対象 と し た検定法 も
あ る ( 山本， 1979) 。
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発行

日 本植物防疫協会 「昆虫の飼育法」

昆虫の飼育法

社団 日本犠物防疫協会 「法人

湯嶋 健 ・ 釜野静也 ・ 玉木佳 男 共編

収録種 (項 目 ) 数 1 26 種
B 5 判 400 ペー ジ
定価 本体 1 1 ， 650 円 (税別) 送料サ ー ビ ス

見虫の飼育法について ， 実際に飼育に従事されている方

に， 独特の コ ツを 含 めて詳述していただいた。 総論では， 共

通性のある， 餌の種類/人工飼料の調整/伺育虫の病気対

策/虫質管理/飼育環境/飼育施設/飼育計画と作業計画

な どを ， 各論では， 126 種 (項 目 ) の虫につき， 材料の採集/

餌/飼育法/作業計画/注意事項 と問題点/参考文献な ど

を 詳述。 付録に， ビ タ ミ ン混合とそ の作り方， 無機塩混合物

とそ の作り方， 昆虫用市販人工飼料 リ ス トを 付す。

く お 申 し込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替) で本会 ま で〉
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